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〔目的〕我々 の 施設で は、現在乳房接線照射は、3MVX 線を用い て行 っ て

い る 。治療 計画時の 線量評価点 と して は、照射野後縁よ りアイ ソセ ンター

を通る垂 線上 の 肋骨外縁を 100 ％ と し て 線量分布 を求め て い る。しか し、

文献等に よ る と施設によ り、さ まざまな位置を線量評価点と して 用い て い

る 。 今回我々 は、当院 の評価点と他の 評価点5点 に つ い て 比較検討 を行 っ

たので報告する 。

【方法〕1．CTデータを用い治療計画装置 （Theraplan　 500）で計算 した

線量分布 （肺野補正有） を基 に、乳房温存接線照射を施行 した 69例を対

象 に評価 を行 っ た。線量 評価面は乳頭を含む面 もしくは最 も乳房が盛 り上

が っ て い る面 と した。今回検討 し た評価点は、照射野後縁よ りアイソセ ン

タ
ー

を通 る 垂 線上 の （1）照射野後縁よ り1．5cm前方 の 点 （2）肺と胸壁と の

境界（以下CWL と記す）、照射野後縁と皮膚表面 を結ぶ距離をh とした時（3）

照射野後縁よ りh／3前方 の 点 （4）照射野後縁よ りh／2前方の 点 、及び （5）

アイ ソ セ ンターの 5点 につ いて 、当院の評価点 （肋骨外縁） 線量を 100％

と して 求めた 。

2．次に同評価面上 で の最大線量とそ の位置に つ い て 調べ た。

3．治療計画装置内蔵の 三次元計算ソフ トを用 い、全照射野内で評価面よ

り頭尾方向各ス ライ ス 面で の 最大 線量 につ い て調 べ た。

【結果 】 1．図 1に評価面 におけ る 5つ の 評価点並 びにHQt　Spot線量の 平均

値と標 準偏差 を示す。Hot 　Spot線量は平均で 112％ とな り、今回使用 した

治療計画装置で は肺野補正 を行 うため 、評価点線量は、被 写体等価厚が厚

くな るCWL で平均値が最も低 く、評価点の位置が皮膚表面に近づ くほ ど

値は大 きくな っ た 。 標準偏差 で は、照射野後縁よ り1．5cm前方 の 点が最も

大き く、 照射野後縁よ りh／3前方の 点でやや 大き くな っ て い る も の の、他

の 3 評価点にお い て は ほとん ど差は認め られ なか っ た。標準偏差が大きく

なる原因と して は、1．5cm 前方の点が86 ％、　h／3前方の 点が42 ％肺野内に

存在する た め と考え る。

2．図2に 示 すよ うに、Wedge 　Filter無 と15度Wedge を使用 した場合には

ほ と ん どが乳房 先端部に Hot 　Spotが現われ、30度Wedge 使用の場合 には

乳房内側及び外側 に多 く現われ た。

3，図3に照射野頭 尾方向で の 最大線量値の 変化を示す。最大線量点 （Hot

SpOt）は頭尾 方向両端部で高 く、評価面上 の 正 中一腋窩中線を結ぶ距離

　（図表中Sで 示す ）が大 きい ほ ど最大線量値 も大き くな る傾向に あっ た。

　【考察】 1．評価点 h／2、 アイソ セ ン タ
ー

にお い て は、乳房の 大きさ、形

状、照射野 の 大 きさ に よっ て 、また 、 アイソセ ンター
では 、 照射野前縁

の と り方 によ っ て も評価点の 位置が変化す るため、体型や照射野の大きさ

に 左右されない肋骨外縁 を評価点 とす る こ とは有用で ある と考え る 。

2．最大線量を三 次元で 評価す る と照射野頭尾端付近に高線量点が現われ

平均 で 119．2％ と評価面 で の 値よ りも7％ 程度高値とな っ た。こ の こ とよ

り治療計画 を行 う際に は 三 次元で 線量評価 を行 う必要 がある と考え る。

3．今後 の 課題 と し て は 、乳房の 大きさや 形状、体型に あっ た最適な照射

エ ネルギ
ー

の 選択や 、Wedge 　 Filterな どを考慮 して 治療計画にあた る こ

とが重要で ある と考 え る 。
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図．1　各評価点及びHotSpot の 平均値と標準偏 差
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図．2　評価 面 におけ るHot 恥ot の位置と人 数
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図 ．3　照射野頭尾方向各スライス 面で の最大線量の 変化
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